
 

 

  

長崎南高校関東同窓会総会 
第 3２回 2025. 09.20(土) 

変わるもの 変わらないもの 

大手町で楽しみましょう！ 



第 32回総会・懇親会 
※出欠連絡は同封はがきもしくはホームページより(8ページ参照)お願いします 

2025年 9月 20日(土) 13:00受付開始 13:30～16:30 
会場：大手町サンケイプラザ（4Fホール） 
※各線「大手町駅」A4・E1 出口直結(丸の内/半蔵門/千代田/東西/都営三田) 
※JR 東京駅北口(丸の内)より徒歩 7 分 

懇親会会費：10,000円 
※年会費 3,000円もよろしくお願いします。 

年会費のお支払いについては下記のいずれかでお願いします。 
①当日懇親会費と合せて ②同封の郵便払込用紙にて送金 
③銀行振込（三菱 UFJ 銀行 神楽坂支店 (普)1072217 長崎南高校関東同窓会事務局長松田嘉弘） 

‥‥なお銀行振込の際には振込人に回生を付けてください（例：ﾏﾂﾀﾞﾖｼﾋﾛ 14） 

~~~~今年の懇親会も盛沢山！~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~ 
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＼二次会のお知らせ🍻✨／ 
同窓会総会の後、さらに感謝の気持ちを込めて二次会を開催します！ぜひご参加ください😊 

📍 場所：「五香路（ウーシャンルー）」大手町サンケイプラザ 地下 2 階 

東京都千代田区大手町 1-7-2 📞 03-3231-3450 

🕰 時間：16:30 開始 ※同窓会総会会場から縦に移動するだけ!※ 

💰 会費：3,500 円（飲食代込み） 

二次会のみの参加も可です。楽しく飲んで、語って、笑いましょう！🍻 

二 胡 

二胡は中国の伝統的な楽器。そのシンプルな構造からは

想像できないほど奥深い音色で多くの人を魅了していま

す。日本二胡振興会理事で、全世界で活躍されている王

晶(オウショウ)さんの演奏をお楽しみ下さい！ 

江戸龍踊り会 

2023 年夏、諫早市高来町金崎地区から白龍を譲り受

け発足しました。東京近郊で龍踊りを通して、長崎の

アピール、観光・移住の推進、地域間の交流および故

郷を感じる機会を作りたく活動しています！ 

松本哲哉先生による講演 

国際医療福祉大学教授の松本先生は 18 回生。コロナの時期

には特に TV 等で活躍されていたので皆さんもご存じのこと

と思います。演目は「健やかで長生きをするために私達が

できること −感染症の立場から−」。貴重なお話を日常生活

に役立てましょう！。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「第 31 回総会・懇親会を終えて」 
17 回生 上原 隆宏・西川 優子 

昨年 2024 年に大きな会場での関東同窓会総会・懇親会としては 5 年ぶりで、14 回生の先輩方が関

東同窓会理事会を引き継がれ、新たな関東同窓会の体制で実施された総会・同窓会となりました。 

2020 年に 7 回生前田先輩より 17 回生が幹事回生なので、何か企画を出してとご依頼を受けて、六

本木マハラジャを貸切ってディスコを楽しんで頂こうと企画・調整を終えて、理事会での承認を得て、

準備を始める矢先にコロナが蔓延することとなり、中止となっておりました 

昨年の懇親会の幹事は 17 回生ということで 14 回生の先輩方で既に開催日時と場所の東京駅大丸の

13 階 XEX を決めて頂いていたので、司会、進行、懇親会での催しを幹事回生、理事の方々でアイディ

アを出し、当日の総会・懇親会に必要な準備を進めました。 

会場の動線の都合で催し物は 17 回生ご令嬢のピアノとご学友のバイオリンの生演奏と同窓会理事よ

り紹介された変面・ジャグリングショウで楽しんで頂だけたと思います。 

会長挨拶 
14 回生 若杉 賢治 

会員の皆様、盛夏の候、いかがお過ごしでしょうか。 

昨年 10 月の総会にて江前会長より会長職を引き継いでから、早半年以上が経過し、改めて「光陰矢

の如し」という言葉を噛みしめている今日この頃です。 

この間、会費の値上げという苦渋の決断（お願い）を皮切りに財政面の立て直しを図り、また、長年

の懸案である若年層会員の掘り起こしという課題に対しても、SNS の拡充や同窓会ホームページの刷

新といった取り組みを始めましたが、いずれもまだ緒に就いたばかりです。 

ついては、会員の皆様のご家族、ご親戚、お知り合い等のネットワークも最大限に活用させていただ

きたく、長崎南高出身者で関東在住または移住予定の方をご存知の皆様は、ぜひ、その方に、関東同窓

会のホームページの会員登録サイト（https://fromsouth.org/registration/）より登録いただけるようお

勧めいただけますと幸いです。 

現状、26 回生以降は登録会員も少なく、情報共有のネットワークも限られるため、総会開催の案内

もお届けできていないような有様です。「ひと時でも故郷や母校を身近に感じられる場」である関東同

窓会を次世代へ繋いでいくための足がかりにしたいと思いますので、ご協力のほど、よろしくお願いい

たします。 

さて、今年の同窓会総会は、昨年よりも約 1 ヶ月前倒しの 9 月 20 日（土）13:30 に、東京メトロ大

手町駅直結の「大手町サンケイプラザ」4 階ホールにて開催します（https://fromsouth.org/event/）。昨

年同様、趣向を凝らした出し物を企画しておりますので、同窓生とお誘い合わせの上、ご来場賜ります

よう、よろしくお願い申し上げます。 
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「ラグビーと健太朗」 
20 回生 城谷 厚司 

私の高校生活を劇的に変えてくれた友人

がいる。今から 45 年も前の話だ。 

中山健太朗。幼稚園、小学校、そして高校

まで、ずっと同じ学校に通った唯一の友達で

ある。 

 

忘れもしない高校の合格発表の日。合同選

抜制のおかげで多くの友人と違う高校に通

うことになり、心に晴れないものを抱えてい

た。そんな私の気持ちを察したのだろう、健

太朗は校庭に落ちていたサッカーボールを

拾い、こう言った。 

「あっちゃん、ラグビーばせんや？」 

 

彼が小学校からラグビースクールに通っ

ていたのは知っていた。ラグビーは相手に体

当たりしても、走っている相手を倒してもい

いらしい。二人で学生服のままぶつかり合っ

ているうちに、その自由さに惹かれ、南高に

入学後、迷わずラグビー部の門を叩いた。 

 

しかし 1 年後、健太朗は退部した。昔から

少し大人びていた彼は、自分なりに将来を見

据えていたのだろう。その後は勉強に打ち込

み、防衛大学へと進んだ。 

一方の私は授業そっちのけでラグビーに

のめり込み、花園を目指したが、県大会決勝

で諫早農業に敗れて夢は終わった。でもラグ

ビーは、ここでしか出会えなかった生涯の友

人と会わせてくれ、高校生活を特別なものに

してくれた。だからこそ、あのきっかけをく

れた健太朗に、いつかお礼を言いたいと思っ

ていたのだが――。 

 

その報せが届いたのは、今年の 1月だった。

横須賀で暮らしていたご家族のご厚意で、葬

儀は長崎で営まれ、私も東京から駆けつけ

た。実はそのわずか 3 週間前、健太朗とは 42

年ぶりに再会していた。桜馬場中学校の還暦 

 

「一カラ六十五」 
24 回生 手島 二郎 

私の計算が正しければ、1961 年に 1 回

生が入学し、本年 2025 年入学の現 1 年生

は 65 回生となる。 

1 回生が入学した 1961 年は、第二次池

田勇人内閣による「所得倍増計画」が開始

され、長島茂雄が 4 年目となり、MVP、首

位打者、本塁打王を獲得して、巨人の優勝

の立役者となった。アメリカでは史上最年

少のケネディが大統領に就任し、ソ連は宇

宙船ヴオストーク１号を打ち上げ、地球一

周有人飛行に成功している。東ドイツはベ

ルリンの壁を構築し、世界各地でクーデタ

ーや国交の断絶が頻発していた。 

65 回生が入学した 2025 年は、石破内閣

による「令和の日本列島改造」という空虚

なスローガンのもと経済成長が見えず、ミ

スタープロ野球は鬼籍に入った。アメリカ

では、不動産王の大統領がハチャメチャな

政策で世界を不安に陥れ、お金を積めば一

般人が宇宙に飛び立つことができるよう

になっている。壁は崩壊したものの、見え

ない壁で世界が分断され、各地でミサイル

が飛び交い、名もなき人々が犠牲を強いら

れている。 

さて、この世は「無常」であり、時間は

不可逆ではあるけれど、本当に前進してい

るのか、はたまた後退しているのか。摩訶

不思議な 65 年間である。 

 

同窓会。酒を酌み交わしながら語り合った

が、照れくさくて、ラグビーのことはとうと

う言えなかった。 

だからこそ、最後に会ってくれたことが、

今も胸に温かい。 

 

葬儀の日、斎場には海上自衛隊の制帽と並

んで、ラグビーボールが置かれていた。健太

朗らしい別れの演出だった。 

何か、自分まで誇らしい気持ちになった。 
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「南高の思い出」 
22 回生 芳田 新一 

晴れて南高に入学したのは、今から 43 年

も前の昭和 57（1982）年 4 月のこと。卒業

した桜馬場中は東高区域でしたので、私は当

然東高に行くものだと思って 3 月の合格発

表を見に行ったのですが、合格者名簿に名前

がなく、一瞬「落ちた！」と目の前が真っ暗

になりました。そのとき中学の同級生から

「おいたちは南ばい。」と言われ、はっと意

識を取り戻して南高合格者の名簿を確認し

たところ、無事合格していたので本当にホッ

としたことを今でも覚えています。 

それでも当時は県内でも強豪だった東高

の軟式テニス部に入部しようと高校生活を

思い描いていましたので、南高に入学したと

きには高校受験に失敗したような錯覚に襲

われ、1 年生の夏休み頃までは毎日不本意な

気持ちで学校生活を送っていました。 

しかし、徐々に南高にも溶け込み、テスト

期間中の学校帰りに同じクラスや部活仲間

とお好み焼きやかつ丼を食べに、浜の町の

「ガリバー」や「浜勝」に寄り道するように

なると、南高でよかった、楽しいと感じるよ

うになりました。5 学年下の弟はそんな私を

見て南高に入りたいと思うようになったそ

うです。結局弟は東高に行くことになりまし

たので、人生はままならないということをそ

のとき悟ったように思います。 

来年はいよいよ還暦の学年となります。こ

れまでは南高の先輩方に助けてもらってば

かりでしたが、そろそろ私も恩返しをしたい

と考えています。 

「坂道の思い出」 
25 回生 谷口 慎一 

南高を卒業して、気づけば 38 年の歳月が

流れました。今でも山の上にある校舎へ、汗

を流しながら坂道を上って登校した日々が

鮮やかに思い出されます。どこまでも続く

かのような長い階段、友達と交わす何気な

い会話、一歩一歩踏みしめたあの坂道は私

の大切な思い出です。  

勉強よりも部活動（バトミントン部）に夢

中の高校時代でした。文武両道を校風とす

る南高でしたが、勉強よりもシャトルを追

いかけることに全力を注いだ毎日でした。

どんどん下がる成績に、心配する両親の顔

が忘れられません。それでも、一振りに思い

を込めて戦い勝利した喜び、負けた悔しさ

は私の青春そのものでした。  

部活動の帰り、坂の上からふと見上げた

星空は今でも忘れられません。静かな夜、眼

下に広がる長崎の街の灯りが瞬き、頭上に

は満天の星。美しい景色に思わず足を止め

てしまいました。仲間と黙って歩きながら、

この素敵な時間を共有したことを覚えてい

ます。  

現在私は関東で教職に就いています。

日々子供たちと向き合う中、南高の先生方

の厳しくも温かいまなざしの意味が、今、改

めて理解できます。先生方の言葉から伝わ

る「気魄と情熱」。今、私も同じように気魄

と情熱をもって子供たちと接しています。  

あの坂、あの星空、そして先生方の思い

は、私の人生の礎です。会報を通じて、皆さ

んと南高の思い出を共有できることを心か

らうれしく思います。 
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「東海道セブンスターズ」のご案内 

14 回生 梅本 誠 

東海道セブンスターズ代表 

私の本業は行政書士ですが、仕事の他に、

「東海道セブンスターズ」というエンタメ集

団の座長を務めています。 

「東海道セブンスターズ」は、漫才、ダン

ス、歌、落語、手品、楽器演奏などを行うパ

フォーマンス集団です。「笑いと音楽とダン

スで地域に笑顔を！」をモットーに、川崎か

ら大磯までかつての東海道の宿場町を、楽し

さと笑顔を通して、「ひと」と「ひと」の交流

を作り、地域の活性化に貢献できたらと願

い、活動しております。 

名前の由来は、 川崎から大磯までの７つ

の街に住んでいる皆さんを星のように輝か

せたいという思いが込められています。地元

で活動されている芸人さんたちとコラボし

ながら、地域の交流会、高齢者向けの福祉施

設、お寺、小学校などでパフォーマンスを行

っております。また、一般の方も楽しめるよ

うに年に数回、LIVE 公演を行っています。 

今年は、12 月 14 日(日)の午後 1 時から、

川崎市の武蔵小杉にある中原市民館の大ホ

ールで LIVE を実施いたします。毎年、長崎

南高の卒業生からは、14 回生の皆さんが中

心となり、参加してくださいます。今年は、

より多くの皆様にご参加いただけたらと思

っています。是非、12 月 14 日は予定を入れ

ず、空けておいてください。どうぞよろしく

お願いします。 

「遊遊会の活動」 
14 回生 谷 博行 

山歩きの会である遊遊会は、南高関東同

窓会の 1 回生から 5 回生を中心に 1985 年

頃に始まったそうです。実質 4 回生の三宅

博さん、そして 5 回生の竹馬芳雄さんをリ

ーダーとして現在に至っています。遊遊会

という名前は、5 回生の中田英昭・慶子さん

のお子さんの名が遊ちゃんで、その名に因

んで遊遊会と名付けられたそうです。遊歩

を連想させ会の性格をよく現しています。 

５回生の菊次実千夫さんによれば、筑波

山、奥日光、尾瀬、館山、奥多摩、高尾山、

三つ峠、八ヶ岳、白馬、中山道、上高地、熊

野古道、沼津アルプス、鎌倉、三浦半島など

に出かけてきたそうです。遊遊会には、１

回生の高槻眞佐子さんと伊藤真知子さんも

最初から現在に至るまで参加されていま

す。直近の活動では陣馬山に登りました。 

遊遊会は、登山で体を動かすだけでなく、

食事も楽しみな会です。特に、山頂での天

婦羅は絶品です。山用のガスを使い、いん

げん、はす、椎茸、薩摩芋、かき揚げ、エビ

などの定番から、山椒の葉、柿の葉など珍

しい食材もいただいています。これまでは

竹馬さんに頼りっきりだったのですが、最

近は食材や道具も皆で分担して楽しんでい

ます。また、参加者は関東在住者だけでな

く、九州から９回生の梶原茂さんも参加さ

れ、その都度九州の珍味を持参されておい

しくいただいています。 

今後の活動の方向性としては、関東同窓

会事務局長の 14 回生の松田嘉弘さんが、若

い方を対象にアルプスなどへの登山も計画

していますので、興味のある方はぜひご参

加ください。 
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事務局だより 
14 回生 松田 嘉弘 

早くも 1 年が過ぎてしまいました。会費を値上げさせていただき、ホームページを刷新し、会報をカラ

ーにそして横書きにしました。 一方、例年のハタ揚げ大会は、例年通り開催され、例年通りたくさん

の人が集まってくれて、二次会も例年通りい

つものお店で盛況のうちに終わりました。 

さてこの 6 月末ごろに、久しぶりに南高を訪

れました。ちょうど梅雨が明けたばかりで、

真夏のような日差しがじりじりと照り付けま

す。会報用の写真を撮りに行ったのですが、

ふと校内案内図が目に留まりました。そうい

えば、クラス数が我々のころから半減しているとのこと。見ると、1 年生から 3 年生まですべてのクラス

が A 棟に配置されています。大きく変わりました。 

 

※ 総 会 ・ 懇 親 会 へ の 出 欠 登 録       ※関東同窓会の LINE へはこち 

はこちらから  ↓  →  →  →  →  → らから → → → → → →  

https://fromsouth.org/attendance/ （是非ご参加ください！） 
（こちらから登録いただくとはがき 
の返信は不要になります） 

 

 
✔企業､行政､個人の方々など様々な 

トラブルを解決してまいりました 
✔トラブルとならないような契約書の 

チェックや作成も致します 
✔皆様方に降りかかる突然の災厄を回避 

するためにお役に立ちたいと存じます 
 

お気軽にお問い合わせください。 
 

芳田新一法律事務所 
〒102-0093 

東京都千代田区平河町 2-7-4 砂防会館別館 A４階 
電話 03-5214-1171 FAX03-5214-1172 

フロムサウス 通巻 39 号 

2025 年 8 月 20 日発行 

編集/発行人： 
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決算書 2024/12/31 (円)

番号 項目 摘要 入金 出金 残高

58,260 

1 はたあげ 58,260 

会費 ビードロ会 30,000 28,260 

飲み物ほか ビール・おつまみ 18,650 9,610 

運搬費 シート・椅子ほか 27,590 ▲17,980 

2 会報 ▲17,980 

切手 84x1,300ほか 118,524 ▲136,504 

印刷ほか 印刷・とじ込み・発送 157,860 ▲294,364 

3 年会費 年会費（寄付金含む） 639,794 345,430 

4 総会 345,430 

参加費 10,000x121（来賓から含む） 1,210,000 1,555,430 

お店支払い XEX Tokyoへお支払い 1,015,040 540,390 

イベントほか 来賓・設定・準備ほか 80,597 459,793 

5 年会費 XEX Tokyoにて納付分 258,000 717,793 

6 ⾧崎同窓会 お祝い 10,000 707,793 

7 福岡同窓会 お祝い 10,000 697,793 

8 関西同窓会 お祝い 10,000 687,793 

9 ホームページ(旧) 3,000x12 36,000 651,793 

10 雑費 支払手数料、事務用品等 51,854 599,939 

合計 2,107,794 1,566,115 599,939 

599,939 

前 年 度 繰 越 金

次 年 度 繰 越 金


